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学校行事・部活動 
やめてもいいのになぜ行ったのか
①「区切りの演奏会」で見えた部活動の意義
（昨年度） 

②コロナを逆手に取って効果的に行われた教育
活動【音楽の授業】【総合的な探究の時間】 

（今年度）

そもそ
もやめ

る選択
肢が 

なかっ
た



島根県コロナ事情
２０２０年２月　全国一斉休校→対応せず

２０２０年４月　全国一斉休校→休校

２０２１年９月　部活動時間の短縮

部活動は停止・学年を超えた集会の禁止

対外練習試合・外部との活動の禁止
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島根県立安来高等学校
全日制普通科 
１学年１６０名定員 
現在　全校で４２９名 

島根県の中では「中規模校」と呼ばれる 

卒業後の進路：就職・専門学校・４年生私立大学・
国公立大学など多岐にわたる 

運動部活動が非常に盛んで活発に行われている



島根県立安来高等学校吹奏楽部

今年度部員数　１・２・３年生　３８名 

主な活動　　　吹奏楽コンクール島根県大会　

地域課題研究に長年取り組んできた

定期演奏会（３月）



２０２０年１月 
吹奏楽部で取り組んできた「地域課題研究」の集大成
→地域のために・そして自分たちのために 
「生演奏を身近に」

😄

😄😄

😄

😄
😄😄

😄
😄

😄 😄
😄 😄

😄

😄

😄
😄

😄



２０２０年２月　 
・コロナに怯えながら３月の定期演奏会に向け準備

２０２０年３月　 
・定期演奏会を５月に延期することを決定

２０２０年４月　 
・緊急事態宣言・全国一斉休校

定期演奏会　中止



吹奏楽部活動の流れ

３年生８月 
コンクールで 
引退

自分たちの活動の 
意味づけ 
昇華

２年生３月 
定期演奏会

「次はコンクールに
向けて 

頑張ろう…！！！」



２０２０年５月　休校中 
・全日本吹奏楽コンクールの中止が決定 
・引退について３年生部員とのオンライン会議

・今すぐ受験に切り替えたい 
・コンクールへの未練を断ち切りたい 
・何かしらの方法で区切りをつけたい 
・（配信とか無観客ではない）生演奏で 
　演奏会をしたい 
・最後にみんなに聞いてもらい引退したい

「密」を避け「昼休み」に「中庭」で

「１５分程度」の演奏会を行い、


３年生の活動の区切りとすることにした。



２０２０年６月　学校再開 
「昼休み」に「中庭」で「１５分程度」の演奏会をすることを教職員の運営委員会で提案


運営委員会の予想外な反応 
「３年生にとっては最後がそんなことで良いのか？」「区切りはつくのか？」

「授業の時間を使って、体育館で全校で聴いてはどうか？」

「吹奏楽部の保護者も呼んだらどうか？」

「弦楽部も一緒に行ってはどうか？」　　　　積極的に実施する方向に・・・

２０２０年６月２７日文化部合同演奏会の実施が決定
弦楽部とともに「学校行事」として「体育館」で「４０分程度」の演奏会をすることに。



２０２０年６月２７日　　文化部合同演奏会

コンクール前のような緻密な練習
みんなに聞いてもらって演奏できることへの感謝

音楽でみんなにエールを 
　　　「越えてやろうじゃないか 

       あるはずだった未来」
準備期間：２週間



聴いている生徒の反応

初めて音楽を聴いて泣きました

インターハイへの悔しい想いを
思い出し涙が出ました

勇気をもらいました



演奏後の部員は…
悔しいけど 

ここまでの練習が 
毎日楽しくて愛おしかった

区切りがついた・前が向ける

こんなにも感動してもらえて
生演奏にこだわってよかった



自分たちの活動の 
意味づけ 
昇華

３年生８月 
コンクール
６月 

文化部発表会で引退

自分たちに自分たちで 
価値を見出し自信をもつ→ 
「節目・区切り」は必須 
だから安易に「やめない」

部活動の意味・意義

２年生３月 
定期演奏会



同級生

友人

後輩
同級生

「音楽聞いて 
初めて泣きました」「次は私たちの番だ」

演奏

「勇気をもらった」

「自分の気持ちを 
昇華できた」

今回の場合の「節目・区切り」
通常の区切りであるコンクールではあり得ない、
普通の人（吹奏楽マニアではない人）からの 

感動的なフィードバック



演奏後の部員は…
悔しいけど 

ここまでの練習が 
毎日楽しくて愛おしかった

区切りがついた・前が向ける

こんなにも感動してもらえて
生演奏にこだわってよかった



コンクールは他者の評価で決まってしまう。 
自分で自分の価値を認めることが部活動の意義で
あるなら、この演奏会はむしろコンクールよりも

有効な「区切り」だったのでは… 
「あるはずだった未来」を大きく超えたのでは？ 
コンクールが最終目標という部活動の当たり前は

生徒の成長にとって有効なのか？



学校行事・部活動 
やめてもいいのになぜ行ったのか
①「区切りの演奏会」で見えた部活動の意義
（昨年度） 

②コロナを逆手に取って効果的に行われた教育
活動【音楽の授業】【総合的な探究の時間】 

（今年度）



②コロナを逆手に取って効果的に行われた教育活動 

【音楽の授業編】
コロナで式典がリモートに 
→校歌斉唱がCDを流すだけに 
→CDの音源が古くて音が汚い！

１年生最初の単元「校歌を歌おう」 
今まではただ覚え、ただ歌い、ただ一人ずつ試験

＋

授業で校歌を一人ずつレコーディングして 
新しい音源を作ろう！！



②コロナを逆手に取って効果的に行われた教育活動 

【音楽の授業編】
今まではテストをするために歌う

今年はよりよいCDを作るために歌う

・録音を聴いて「もっと良くしよう」
・理想のCDを作るために、 
「発声」「盛り上がり方」など 
　自発的に試行錯誤する姿
・終業式でCDのお披露目 
→教科が生活の中で息づいている



②コロナを逆手に取って効果的に行われた教育活動 

【総合的な探究の時間編】
・コロナで客足が極限まで遠のいた地域の施設 

→課題が超浮き彫りに

・「来場者倍増計画」として、来場者を増やすた
めのプランを立案し提案する学習に協力しても
らった

・演芸館でのフィールドワーク 
・原因を考える 
・課題解決策を考える 
・プランのプレゼンテーション



②コロナを逆手に取って効果的に行われた教育活動 

【総合的な探究の時間編】

・こちらの想定を大きく超えて 
　「自分ごと」として課題に 
　取り組む生徒たち

・最終提案会で泣かれる演芸館 
　の方→自分たちは地域社会の 
　課題に向き合ったという実感 
　をもつ生徒たち

・演芸館の人が本気で困る姿 
→生徒の「自分が何かしなけれ
ば」という気持ちに火がつく
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コロナによって種々の課題を 
生徒が実感することとなった。 

結果、課題解決型（っぽい）授業において 
学習へのモチベーション・学習の質が高まった。 

自分自身の授業のあり方が変わった。



学校行事・部活動 
やめてもいいのになぜ行ったのか
①「区切りの演奏会」で見えた部活動の意義 

②コロナを逆手に取って効果的に行われた教育
活動【音楽の授業】【総合的な探究の時間】
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